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部助手 1の振り替えで教授 1と助教授 1が認められ、センターの組織が完成
した。
センタ一長には、本センター設立に尽力した山室隆夫教授(医学部整形外
















































































































































































































































































































































































































































材料合成研究 京大工・医博 筏 義人
実験外科研究 京大医博 清水慶彦
人工臓器研究 京大医博 岡 正典
材料物性研究 京大工博 升田利史郎
歯科材料応用研究 京大医博 谷 嘉明
機能性高分子研究(兼) 京大工博 若林二郎
材料合成研究 京大工博 林 寿郎
実験外科研究 京大医博 渡部 智
人工臓器研究 京大医博 琴浦良彦




事 務 官 菅原政和












































































































































































































非常勤講師に玄丞然が任命された。また、 4月 1日付で、平成 2(1990)年か
ら2年間本センタ一事務主任として活躍した川罵保夫事務官に代わって、北
野和男事務主任が着任した。























































































































































事 務 官 田中敏男
事 務 官亀江高志
(center of excelIence)として大きな役割を担うことが諜せられている。その
ためにも、大学全体の公共的研究基盤の役割を果たす先端的共同利用研究
所・センターの高度化が緊要である。
本センターは、 10年の時限で設置されたものであるが、本センターの持つ
今日的テーマは高齢化社会から高齢社会に突入したわが国で社会から最も強
く要請されているものであり、われわれの責任は極めて大きいと言わざるを
得ない。
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